
小学校の先生方へ

小学校における生成ＡＩ活用リーフレット

令和８年４月

生成AIの教育現場での活用
にあたり，児童生徒の情報活用
能力の育成と，安心・安全な
学びの保障を両立するための
基本的な考え方と留意点を示す。

目的

●生成AIは，児童生徒の思考力・
表現力・創造力を高める
ツールとして活用できる。

●一方で，誤情報や著作権，
個人情報の取り扱いなどの
リスクもあるため，
適切な指導とルールの下での
活用が必要。

●教職員自身が生成AIの特性を理解し，
指導に活かすことが重要。

基本方針
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1.目的を明確にすること
学習活動のねらいに応じて，生成AIを
「何のために」，「どのように」使うかを
明確にする。

2.児童生徒の主体的な学びを支援すること
単なる答えの取得ではなく，思考の補助や
アイデアの発展に活用する。

3.情報モラル・メディアリテラシーと
一体で指導すること
AIの限界やリスクを理解させ，適切な
使い方を指導する。

4.個人情報や機微な情報を入力しないこと
実名，住所，学校名，顔写真，成績情報など
の入力は禁止。

5.県域教育用アカウントでログインして，
使用する。

活用の原則３

●生成AIの活用に関する研修を受け，
校内での活用方針を共有する。

●授業での活用にあたっては，
児童生徒の発達段階に応じた指導を行う。

●活用状況や課題を記録し，
校内外で共有・改善を図る。

教職員の役割４

●生成AIサービスの提供者が定める最新の
利用規約を確認する。

●利活用及び校内で共通理解を図る。

小学校では事前に５５

CopilotとGeminiについて，
初歩的な使用方法を解説した動画を
作成しました。
（YouTubeに限定公開でアップしてあります。）

●情報化社会の新たな問題を
考えるための教材

（文部科学省）

参考動画５７
Copilot

Gemini
（教師用）

Gemini
（児童・生徒用）

●上手にネットと付き合おう！
安心・安全なインターネット
利用ガイド（総務省）

●保護者の同意を得た上で活用する。
●教員が常に伴走し，操作や出力内容を確認する。
●誤情報に対して，正しい情報との比較・検証の機会を設ける。

●利用目的を明確にし，「遊び」ではなく「学習」として位置づける。

指導のポイント５６

イラストは，Microsoft Copilotで作成このマークの２次元コードをクリックしても，リンク先へジャンプします。

https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbAOd2f-4u_Mx-BCn13GywDI
https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/
https://www.youtube.com/watch?v=Owi-csjtAyE&list=PLp-uZXYRIr9J-mvDIl-PYmraoilOUvxUj&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=KyOtj16UVTE&list=PLp-uZXYRIr9J-mvDIl-PYmraoilOUvxUj&index=4
https://www.youtube.com/watch?v=XgLmpungFCU&list=PLp-uZXYRIr9J-mvDIl-PYmraoilOUvxUj&index=3
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